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９
月
２６
日
早
朝
。
佐
世
保

港
の
桟
橋
を
出
発
し
て
お
よ

そ
３０
分
。
小
さ
な
岬
を
回
る

と
、
目
の
前
に
１
０
０
㍍
以

ろ

上
の
櫓
を
持
つ
船
が
現
れ

た
。
総
ト
ン
数
５
万
７
０
０

０
㌧
、
日
本
が
誇
る
世
界
最

大
の
科
学
掘
削
船
、
「
ち
き

ゅ
う
」
で
あ
る
。
２
泊
３
日

の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
「『
ち

き
ゅ
う
』
船
上
研
究
経
験
ス

ク
ー
ル
」
に
参
加
す
る
た

め
、
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
ゼ

ミ
生
２
人
と
と
も
に
、
小
舟

か
ら
「
ち
き
ゅ
う
」
に
渡
さ

れ
た
タ
ラ
ッ
プ
を
ゆ
っ
く
り

と
登
っ
て
い
っ
た
。

１
９
５
０
年
代
、
数
人
の

ア
メ
リ
カ
人
科
学
者
が
半
ば

冗
談
で
、
地
殻
を
掘
り
抜

き
、
マ
ン
ト
ル
に
到
達
す
る

あ
な孔

を
掘
ろ
う
、
と
い
う
計
画

を
立
て
た
。
地
震
波
に
よ
っ

て
、
地
球
が
ゆ
で
卵
の
よ
う

な
層
構
造
を
し
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た

が
、
実
際
に
マ
ン
ト
ル
が
ど

の
よ
う
な
物
質
で
出
来
て
い

る
の
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。

こ
の
計
画
は
、
地
殻
と
マ
ン

ト
ル
の
境
界
面
（
モ
ホ
ロ
ビ

チ
ッ
チ
不
連
続
面
）
と
孔（
ホ

ー
ル
）
を
組
み
合
わ
せ
て「
モ

ホ
ー
ル
計
画
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。
６１
年
の
最
初
の
掘
削

で
海
底
の
玄
武
岩
を
採
取
す

る
な
ど
成
果
を
挙
げ
た
が
、

莫
大
な
予
算
の
た
め
に
、
米

国
議
会
で
計
画
の
中
止
が
決

め
ら
れ
た
。

一
方
、
同
じ
こ
ろ
、
海
洋

掘
削
に
よ
っ
て
地
球
科
学
上

の
諸
問
題
を
解
明
す
る
た
め

に
、
ア
メ
リ
カ
の
４
つ
の
海

洋
研
究
所
と
大
学
が
中
心
と

な
っ
て
深
海
掘
削
計
画
（
Ｄ

Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
を
開
始
し
た
。
Ｄ

Ｓ
Ｄ
Ｐ
で
は
後
に
プ
レ
ー
ト

テ
ク
ト
ニ
ク
ス
へ
と
発
展
す

る
海
洋
底
拡
大
説
を
実
証
す

る
な
ど
、
多
く
の
成
果
を
挙

げ
た
。
日
本
も
Ｄ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の

後
半
か
ら
参
加
し
、
８５
年
か

ら
の
海
洋
掘
削
計
画
（
Ｏ
Ｄ

Ｐ
）
で
は
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
た
。
Ｏ

Ｄ
Ｐ
の
成
果
と

し
て
は
恐
竜
が

絶
滅
し
た
時
代

の
環
境
変
動
の

解
明
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

９０
年
代
に
入

っ
て
、
よ
り
大

水
深
で
、
よ
り

深
く
ま
で
掘
削

し
た
い
と
い
う

科
学
者
の
声
が

高
ま
っ
て
い
っ

た
。
例
え
ば
、

約
１
０
０
年
ご
と
に
繰
り
返

す
日
本
の
南
岸
で
の
巨
大
地

震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
「
地
下

生
物
圏
」
と
呼
ば
れ
る
世
界

は
ど
こ
ま
で
広
が
っ
て
い
る

の
か
、
等
々
。
そ
れ
ま
で
の

計
画
は
す
べ
て
米
国
が
主
導

し
て
い
た
が
、
次
の
計
画（
統

合
深
海
掘
削
計
画
、
Ｉ
Ｏ
Ｄ

Ｐ
）
で
は
日
米
が
対
等
の
協

力
関
係
を
築
き
、
諸
問
題
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
決
定

し
た
。
日
本
は
、
最
大
掘
削

水
深
２
５
０
０
㍍
、
最
大
掘

削
深
度
海
底
下
７
㌔
の
能
力

を
持
つ
地
球
深
部
探
査
船

「
ち
き
ゅ
う
」
を
建
造
、
参

加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
海

底
下
７
㌔
と
い
う
掘
削
深
度

は
、
マ
ン
ト
ル
へ
の
到
達
を

想
定
し
て
お
り
、
幻
の
「
モ

ホ
ー
ル
計
画
」
の
実
現
も
Ｉ

Ｏ
Ｄ
Ｐ
の
目
標
の
１
つ
で
あ

る
。私

と
海
洋
掘
削
の
最
初
の

出
合
い
は
、
９９
年
１１
月
か
ら

翌
年
１
月
に
乗
船
し
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
南
方
海
域
で
の

掘
削
航
海
で
あ
る
。
玄
武
岩

と
呼
ば
れ
る
地
殻
の
岩
石
を

採
取
し
、
そ
の
下
の
マ
ン
ト

ル
の
性
質
を
探
る
の
が
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
。
そ
の
乗
船
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
搭
載
す

る
分
析
装
置
や
研
究
用
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
掘
削
技
術
を
検

討
す
る
国
内
委
員
会
に
携
わ

っ
て
い
る
。
新
た
な
研
究
提

案
の
た
め
の
事
前
航
海
な
ど

に
も
多
数
乗
船
し
て
お
り
、

主
と
し
て
岩
石
学
の
分
野
で

Ｉ
Ｏ
Ｄ
Ｐ
を
推
進
す
る
立
場

に
い
る
。

ス
ラ
ス
タ
ー
（
一
般
の
船

の
ス
ク
リ
ュ
ー
に
相
当
）
の

修
理
の
た
め
に
佐
世
保
港
に

入
港
中
の
「
ち
き
ゅ
う
」
の

船
上
で
、
将
来
の
海
洋
研
究

を
担
う
学
生
や
大
学
院
生

に
、
船
上
で
の
研
究
を
体
験

し
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
主

旨
で
開
催
さ
れ
た
「
ち
き
ゅ

う
」
船
上
研
究
経
験
ス
ク
ー

ル
」
に
は
全
国
か
ら
２０
人
以

上
の
学
生
が
集
合
し
、
専
修

大
学
か
ら
は
、
教
養
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
「
地
球
科
学
実
習
」
履

修
者
の
鈴
木
比
奈
子
さ
ん

（
文
４
）
と
北
澤
陽
さ
ん
（
経

営
３
）が
参
加
し
た
。「
ち
き

ゅ
う
」
が
マ
ン
ト
ル
に
到
達

す
る
掘
削
に
成
功
し
、
念
願

の
「
モ
ホ
ー
ル
計
画
」
が
実

現
し
た
と
い
う
想
定
で
、
海

底
か
ら
採
取
さ
れ
た
試
料
で

作
ら
れ
た
仮
想
試
料
を
用
い

て
、
堆
積
学
・
古
生
物
学
・
地

球
化
学
・
岩
石
学
の
４
人
の

講
師
の
指
導
の
も
と
、
研
究

体
験
を
し
た
。

海
洋
掘
削
で
重
要
な
こ
と

は
、
採
取
試
料

を
き
ち
ん
と
観

察
し
、
特
徴
を

明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
あ
る
。

詳
細
な
観
察
に

基
づ
い
て
、「
海

の
上
の
実

験

室
」
と
も
呼
ば

れ
る
「
ち
き
ゅ

う
」
上
の
、
陸

上
施
設
に
劣
ら

な
い
、
最
先
端

・
高
精
度
の
分

析
装
置
で
、
更

に
試
料
の
特
徴

を
探
っ
て

い

く
。
ス
ク
ー
ル

で
も
、
顕
微
鏡

観
察
の
ほ
か
、

地
球
化
学
用
の

装
置
を
用
い
た
分
析
な
ど
を

体
験
し
た
。

「
ち
き
ゅ
う
」
は
佐
世
保

港
内
に
投
錨
中
で
あ
っ
た
た

め
、
参
加
者
は
船
に
寝
泊
ま

り
し
な
が
ら
過
ご
し
、
通
常

の
船
内
見
学
で
は
体
験
で
き

な
い
、
船
で
の
食
事
や
宿
泊

も
今
回
の
ス
ク
ー
ル
な
ら
で

は
で
あ
っ
た
。
ヤ
マ
場
は
３

日
目
の
実
習
成
果
の
報
告
で

あ
っ
た
が
、
各
グ
ル
ー
プ
と

も
夜
遅
く
ま
で
議
論
を
繰
り

返
し
、
独
自
の
視
点
で
研
究

報
告
を
行
っ
た
。
２
人
の
専

大
生
も
、理
系
の
大
学
生
・
大

学
院
生
に
混
じ
っ
て
積
極
的

に
議
論
に
加
わ
っ
て
い
た
。

北
澤
さ
ん
は
、
「
テ
レ
ビ

で
し
か
見
た
こ
と
の
な
か
っ

た
『
ち
き
ゅ
う
』
に
乗
船
で

き
、
デ
ッ
キ
に
降
り
た
と
き

は
感
動
し
ま
し
た
。
ふ
だ
ん

で
き
な
い
分
析
な
ど
、
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
ス
ク
ー
ル

で
し
た
」、
鈴
木
さ
ん
は
「
は

じ
め
て
の
海
洋
調
査
船
で
の

生
活
で
し
た
。
技
術
支
援
員

の
方
々
に
分
析
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
だ
き
、
研
究
は

一
人
で
は
で
き
な
い
の
だ
と

強
く
感
じ
ま
し
た
」
と
そ
れ

ぞ
れ
感
想
を
話
し
て
い
た
。

２
０
０
７
年
夏
、
「
ち
き

ゅ
う
」
は
紀
伊
半
島
沖
で
の

最
初
の
Ｉ
Ｏ
Ｄ
Ｐ
掘
削
航
海

に
臨
み
、
東
南
海
地
震
に
関

係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
断
層

を
含
む
地
層
な
ど
を
採
取
し

た
。
０９
年
夏
に
は
再
び
紀
伊

半
島
沖
で
海
底
下
２
５
０
０

㍍
ま
で
の
掘
削
を
行
い
、
こ

の
地
域
で
の
地
層
の
変
遷
を

探
る
予
定
で
あ
る
。
私
が
研

究
し
て
き
た
、
紀
伊
半
島
沖

で
日
本
列
島
に
潜
り
込
ん
で

い
る
プ
レ
ー
ト
が
ま
さ
に
掘

削
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
の

で
、
現
在
、
乗
船
の
た
め
の

研
究
計
画
を
作
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
計
画
が
採

択
さ
れ
れ
ば
、
来
年
の
夏
は

再
び
「
ち
き
ゅ
う
」
で
、
今

度
は
約
４０
日
を
過
ご
す
こ
と

に
な
る
。
講
義
や
ゼ
ミ
を
通

じ
て
「
ち
き
ゅ
う
」
が
解
き

明
か
す
地
球
の
謎
を
皆
さ
ん

と
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

◇

（
さ
と
う
・
ひ
ろ
し
）
筑
波

大
学
大
学
院
地
球
科
学
研
究

科
修
了
。
博
士
（
理
学
）
。

担
当
科
目
は
地
球
と
宇
宙
の

科
学
。
専
門
は
海
洋
岩
石

学
、
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
。

こ
の
高
校
は
今
年
４
月
、
海

洋
科
学
を
総
合
的
に
学
ぶ
専
門

高
校
と
し
て
三
崎
水
産
高
校
が

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
本
学
校
友

で
あ
る
新
井
由
紀
男
校
長
（
昭

４８
文
）
が
自
ら
作
曲
し
た
校
歌

（
歌
詞
・
島
山
信
也
∥
一
般
公

募
に
よ
る
）
の
編
曲
を
「
ど
こ

で
流
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い

よ
う
な
格
調
高
い
曲
に
」
と
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
依
頼
し
た
。

小
林
明
頼
代
表
（
商
３
）
は

「
新
井
校
長
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は

大
海
原
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う

な
穏
や
か
な
曲
。
高
校
生
た
ち

が
気
持
ち
よ
く
歌
え
る
よ
う

�
カ
ッ
コ
よ
く
�
仕
上
げ
よ

う
。
そ
れ
が
メ
ン
バ
ー
の
一
致

し
た
意
見
で
し
た
」
と
振
り
返

っ
た
。

団
員
２０
人
の
う
ち
２
、
３
年

次
生
と
三
森
浩
司
さ
ん（
文
４
）

が
中
心
に
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
。
歌
い
や
す
さ
を
考
慮
し
た

高
低
差
が
少
な
い
原
曲
の
特
徴

を
生
か
し
つ
つ
、
盛
り
上
が
る

部
分
を
作
り
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け

た
。
曲
と
歌
詞
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
一
番
苦
心
し
た
と
い
う
。
約

２
カ
月
間
で
完
成
。
編
曲
さ
れ

た
作
品
を
聴
い
て
新
井
校
長
は

「
こ
こ
ま
で
素
晴
ら
し
い
曲
に

な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
完
成
度
の

高
さ
に
驚
い
た
。

４
月
末
、
ハ
ワ
イ
沖

で
の
実
習
に
向
か
う
遠

洋
航
海
出
港
式
で
最
初

の
校
歌
斉
唱
が
行
わ
れ

た
が
、
「
生
徒
が
胸
を

張
っ
て
口
ず
さ
ん
で
い

る
の
を
見
て
、
こ
れ
は

い
い
も
の
に
な
っ
た
と

実
感
し
ま
し
た
」
（
新

井
校
長
）。

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

１２
月
に
１
年
間
の
活
動

の
�
集
大
成
�
と
な
る

定
期
演
奏
会
を
開
催
す

る
ほ
か
、
入
学
式
で
の
校
歌
指

導
や
学
外
で
の
活
動
も
活
発
に

行
っ
て
い
る
。
４
パ
ー
ト
（
ト

ッ
プ
テ
ノ
ー
ル
、
セ
カ
ン
ド
テ

ノ
ー
ル
、
バ
リ
ト
ン
、
バ
ス
）

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
よ
り
、
包
み

込
む
よ
う
な
懐
の
深
さ
が
男
声

合
唱
の
魅
力
と
考
え
る
小
林
代

表
は
、
「
今
回
の
校
歌
編
曲
は

私
た
ち
に
と
っ
て
初
め
て
の
貴

重
な
体
験
。
メ
ン
バ
ー
相
互
の

意
見
交
換
に
よ
っ
て
交
流
が
深

ま
り
、
歌
う
こ
と
へ
の
気
持
ち

が
高
ま
り
ま
し
た
。
今
後
の
活

動
に
も
生
か
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

男
声
合
唱
団
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
４
月
に
誕
生

し
た
神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高
校
（
横
須
賀
市
、

生
徒
数
４
８
０
人
）
の
校
歌
を
編
曲
し
た
。
同
ク

ラ
ブ
は
１０
月
１０
日
、
同
高
校
で
行
わ
れ
た
開
校
記

念
式
典
で
教
職
員
、
生
徒
や
来
賓
を
前
に
合
唱
し

て
披
露
。
盛
大
な
拍
手
を
浴
び
た
。

９
月
２６
日
か
ら
２８
日
ま
で
、
科
学
掘
削
船
「
ち

き
ゅ
う
」
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
た
、
学
生
・
大
学

院
生
を
対
象
と
し
た
船
上
研
究
ス
ク
ー
ル
の
講
師

を
務
め
た
佐
藤
暢
経
営
学
部
准
教
授
に
寄
稿
し
て

い
た
だ
い
た
。

科
学
掘
削
船
「
ち
き
ゅ
う
」で
「
地
球
の
謎
」を
解
明
し
よ
う

佐
藤

暢
経
営
学
部
准
教
授

▲ スクール修了証を手にする鈴

木さん（左）と北澤さん（右）

「
ち
き
ゅ
う
」の
今
後

紀
伊
半
島
沖
の

海
底
下

２５００
㍍
掘
削

海
洋
掘
削
小
史

▲ 校歌を披露するグリークラブ（円内は新井校長）

幻
の「
モ
ホ
ー
ル

計
画
」と
は

巨
大
地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
？

稿

寄

地
下
生
物
圏
の
広
が
り
は
？

▲ 堆積物のコアを記載する北澤さん。コアの特

徴を一番正確に観察できる分析装置は「肉眼」

専
大
生
２
人
が

船
上
研
究
体
験

▲ 校歌の楽譜

神奈川県立海洋科学高校校歌

▶

世
界
最
大
の
科
学
掘
削
船
「
ち
き
ゅ
う
」
。
全
長
２
１

０
㍍
。
中
心
部
の
高
さ
１
３
０
㍍
の
櫓
か
ら
パ
イ
プ
を

つ
な
ぎ
下
ろ
し
、
海
底
下
７
㌔
ま
で
の
掘
削
が
可
能

（４）２００８年（平成２０年）１１月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４５８号


